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北海道短波レーダーは平成 17 年度特別教育研究経費における計画として認められ、現在建設に向けて準備を進

めている。このレーダー装置を活用すれば、電離圏・熱圏・上部中間圏における、サブオーロラ帯から中緯度にわ

たる広域の電場分布やプラズマ密度変動、不規則構造分布等の二次元観測が可能となり、様々な新しい研究成果が

得られると期待されている。また、CAWSES プログラムの一環として非常に重要な役割を果たすことも期待されて

いる。本講演では、レーダー計画の進行状況、レーダー以外の観測手段との連携の可能性、等に関する報告を行う。 


